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稲
置
学
園
が
あ
る
御
所
町
は
、
そ
の
雅

び
な
響
き
の
名
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う

に
、
歴
史
と
伝
承
に
富
む
地
で
す
。

　

町
名
は
、
御
所
町
に
二
条
師
基（
も
ろ
も

と
）の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え

に
因
む
も
の
で
す
。
往
時
、
金
腐
川
中
流

域
と
そ
の
西
側
は
小
坂
庄（
お
さ
か
の

し
ょ
う
）と
い
う
名
の
荘
園
で
、
鎌
倉
時
代

初
期
、
九
条
家
か
ら
二
条
家
へ
譲
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
権
大
納
言
師
基
は
、

建
武
の
新
政
の
一
三
三
五
年（
建
武
二
年
）、

加
賀
の
国
司
と
し
て
下
向
し
、
小
坂
庄
の

一
角
に
館
を
構
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
現

在
の
加
茂
神
社
近
く
の「
御
所
薮
」と
よ
ば

れ
る
場
所
に
在
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
条
家
、
二
条
家
は
、
と
も
に
五
摂
家
と

い
う
公
家
に
お
け
る
最
高
位
の
家
柄
で
、

二
条
師
基
は
鎌
倉
後
期
、
摂
政
・
関
白
に

叙
せ
ら
れ
た
兼
基
の
次
男
で
し
た
。
南
北

朝
の
争
乱
時
に
は
、
師
基
は
南
朝
の
後
醍

醐
天
皇
方
と
し
て
兵
を
率
い
、
北
朝
の
足

利
尊
氏
勢
と
戦
い
、
武
人
の
ご
と
き
働
き

を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
末
期
に
な
る
と
武
士
の
台
頭
な

ど
に
よ
っ
て
、
二
条
家
の
知
行
は
次
第
に

侵
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

の
ち
の
戦
国
時
代
、
加
賀
が
百
姓
の
持

て
る
国
で
あ
っ
た
時
期
、
二
条
尹
房（
た
だ

ふ
さ
）が
下
向
し
、
小
坂
庄
の
二
条
屋
敷
に

五
年
間
滞
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

尹
房
は
、
本
願
寺
に
小
坂
庄
の
知
行
回
復

を
請
い
ま
す
が
、
隣
接
す
る
井
家
庄
の
半

分
を
得
た
の
み
で
、
小
坂
庄
を
取
り
返
す

に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
御
所
町
と
京
と
の
由
縁
と

し
て
は
も
う
一
つ
、
氏
神
の
加
茂
神
社
。

祭
神
は
賀
茂
別
雷
神（
か
も
わ
け
い
か
づ

ち
の
か
み
）で
す
。
京
都
の
賀
茂
大
社
は
そ

の
昔
、
上
賀
茂
神
社
、
下
鴨
神
社
の
ほ
か

に
、
中
加
茂
神
社
が
あ
り
、
御
所
町
の
加

茂
神
社
は
こ
れ
を
勧
請
し
た
格
式
の
高
い

古
社
で
す
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
継

体
天
皇
十
四
年（
五
二
〇
）、
神
亀
五
年（
七

二
七
）、
大
同
元
年（
八
〇
六
）年
と
諸
説
が

あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
、
眼
病
に
効
く
と

伝
え
ら
れ
る
霊
水「
椎
木
水
」も
湧
い
て
い

ま
す
。

　

星
稜
高
校
裏
手
の
八
塚
山
は
海
抜
約
百

三
十
メ
ー
ト
ル
、
山
菜
採
り
な
ど
で
古
く

か
ら
地
元
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
御
所
八
塚
山
古
墳
群
が
あ
り
、
北
加

賀
の
古
代
史
を
紐
解
く
重
要
な
遺
跡
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
は
、
全
長
約
六
十

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
を
含
む
八
基
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
北
加
賀
に
勢
力
を

誇
っ
て
い
た
垂
仁
天
皇
の
子
、
加
賀
国
造

大
兄
彦
君
と
そ
の
一
族
の
墓
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
の
八
塚
山
に
は
二

条
師
基
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
あ
り
、
御
所

町
の
盆
踊
り
唄『
御
所
音
頭
』に
は
、
師
基

が
国
司
在
任
時
、
金
銀
財
宝
を
こ
の
山
に

埋
め
た
、
と
唄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
以
降
で
は
、
加
賀
藩
十
村（
一
般
に

い
う
大
庄
屋
の
こ
と
）の
西
川
氏
の
存
在

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
御
所
町
の
町
会
館
の

そ
ば
に
は「
屋
敷
跡
」や「
門
の
前
」と
よ
ば

れ
る
場
所
が
あ
り
、
西
川
氏
の
屋
敷
跡
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
川
氏
は
戦
国
時
代

以
来
の
地
侍
で
、
同
時
に
本
願
寺
の
直
参

道
場
も
営
ん
で
い
ま
し
た
。
真
宗
道
場
と

は
、
仏
典
の
講
読
や
説
法
な
ど
の
講
会
を

行
う
施
設
の
こ
と
で
、
村
落
の
有
力
者
な

ど
が
こ
れ
を
取
り
し
き
り
ま
し
た
。
西
川

氏
は
慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）、
十
村
役
に

任
ぜ
ら
れ
、
藩
政
時
代
の
約
二
百
七
十
年

間
を
務
め
上
げ
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
は
石
川
県
各
地
に
伝
承
さ
れ
て

お
り
、
金
沢
を
含
む
加
賀
地
方
の
獅
子
舞

は
勇
ま
し
い「
加
賀
獅
子
」、
能
登
地
方
の

獅
子
舞
は
優
し
い「
舞
い
獅
子
」と
よ
ば
れ

ま
す
。

　

加
賀
獅
子
は
、
一
向
一
揆
時
代
に
は
す

で
に
存
在
し
て
い
た
ら
し
く
、
ま
た
、
御

所
町
の
獅
子
舞
は
室
町
時
代
に
発
祥
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
藩
政
時
代
に
は
武

芸
の
稽
古
と
し
て
奨
励
さ
れ
、
祭
り
に
欠

か
せ
な
い
出
し
物
と
し
て
も
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。

　

加
賀
獅
子
の
特
徴
は
、「
棒
振
り
」と
よ

ば
れ
る
演
者
が
巨
大
な
獅
子
を
射
止
め
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
御
所
町
の
棒
振
り

は
勇
猛
を
誇
示
す
る「
坂
本
合
羽
流
」。
馬

の
毛
で
作
ら
れ
た「
し
ゃ
ん
が
」を
被
り
、

太
刀
、
薙
刀
、
鎌
な
ど
の
武
器
を
携
え
て

獅
子
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。
獅
子
頭
を
持

つ「
頭
持
ち
」は「
草
喰
流
」の
流
儀
で
、
時

に
は
吠
え
、
時
に
は
草
を
食
む
よ
う
に
歯

噛
み
し
ま
す
。
こ
れ
ら
舞
い
方
を
、
尺
八
、

三
味
線
、
太
鼓
か
ら
な
る
囃
し
方
が
盛
り

上
げ
ま
す
。

　

戦
後
、
各
地
区
の
獅
子
舞
は
多
く
が
途

絶
え
ま
し
た
が
、
御
所
町
で
は
獅
子
舞
保

存
会
を
設
立
し
て
継
承
。
加
茂
神
社
の
秋

祭
り
や
百
万
石
ま
つ
り
な
ど
で
披
露
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
御
所
町
の
主
な
歴
史
と
伝
承
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
御
所
本

町（
地
元
は
本
村
と
よ
ぶ
）西
側
の「
に
し

ば
た
け
」や
星
稜
高
校
野
球
場
の「
む
じ
ょ

う
の
」か
ら
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
石
器
が

発
見
さ
れ
、
御
所
大
橋
付
近
の
田
で
は
、

奈
良
時
代
の
硯
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
金
腐
川
左
岸
の
城
塚
山
の
裾
に
は
、

加
賀
一
向
一
揆
の
時
期
、
処
刑
者
の
首
を

処
分
し
た「
生
首
谷
」（
な
ま
く
び
た
ん
）と

よ
ば
れ
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
新

た
な
遺
稿
や
遺
物
が
見
つ
か
れ
ば
、
別
の

史
実
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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町
名
の
由
来
は

高
貴
な
公
家
の
館

北
加
賀
の
古
代
史
の
鍵
？

八
塚
山
の
古
墳
群

五
百
年
の
歴
史
を
継
ぐ

御
所
町
の
獅
子
舞

御所町の黒獅子
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星
稜
の
伝
統
を
育
ん
で
き
た
学
舎
、
校

歌
を
歌
い
つ
が
れ
な
が
ら
多
く
の
生
徒

が
、
伝
統
と
誇
り
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
校
歌
に
は
、
地
域
の
自
然
・
風
土
・

歴
史
に
基
づ
い
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
若

者
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
詞
家
の
藤
田
福
夫
氏
は
、
近
代
文

学
・
近
代
短
歌
に
精
通
さ
れ
、
金
沢
大
学

教
育
学
部
教
授
と
し
て
多
く
の
学
生
を

指
導
さ
れ
た
方
で
、
星
稜
の
門
出
に
ふ
さ

わ
し
い
言
葉
を
、
校
歌
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

（
稲
置
学
園
歌
も
藤
田
氏
の
作
詞
で
す
。

校
歌
と
共
通
し
た
内
容
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。）

　

こ
の
校
歌
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
私

な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

【
一
題
目
】

　

自
然
・
風
土
・
歴
史
の
融
合
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
日
の
始
ま
り
を「
加
賀

の
空
」に
例
え
、
輝
か
し
い
高
校
の
門
出

を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。
学
舎
が
建
て
ら

れ
た
小
坂
の
土
地
は
、
霊
峰
白
山
の 
開  
山 

か
い 
ざ
ん

 
泰  
澄  
大  
師 

た
い 
ち
ょ
う 
た
い 

し

が
開
い
た
と
い
う 
医  
王  
山 
を

い 
お
う 
ぜ
ん

遙
か
に
臨
み
、
そ
の
山
塊
に
あ
る 
戸  
室  
山 

と 
む
ろ 
や
ま

か
ら
流
れ
出
る 
金  
腐  
川 
と
古
代
の
北
加

か
な 
く
さ
り 
が
わ

賀
地
方
唯
一
の
前
方
後
円
墳
の
御
所 
八 

や
つ

 
塚  
山 
古
墳
と
い
う
環
境
に
囲
ま
れ
た
特

づ
か 
や
ま

色
あ
る
地
域
で
あ
り
、
こ
う
し
た
背
景
を

も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

白
山
信
仰
と
も
繋
が
る
と
思
え
る
よ

う
な
こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
土
地
で
学

ぶ「
真
理
」の
道
、
真
心
を
大
切
に
し
て
人

の
行
う
べ
き
正
し
い
道
を
学
び
求
め
て

こ
そ
、
希
望
や
夢
が
実
現
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

【
二
題
目
】

　

こ
の
小
坂
地
方
の
特
産
物「
蓮
根
」を

題
材
に
し
て
い
ま
す
。
根
の
食
べ
物
は
昔

か
ら
薬
用
と
し
て
武
士
に
重
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
は
加
賀
野
菜
の
一
つ
加
賀

蓮
根
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔

の
面
影
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
名
残
は
、
本
校
生
徒
玄
関
前
の

「
蓮
の
傘
」や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
壁
画
の「
蓮

根
と
人
の
輪
」に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
風
土
を
育
む
校
歌
に
は
、
こ
の

「
蓮
の
花
」「
さ
と
し
の
姿
」「
平
和
の
光
」

が
連
動
し
て
い
ま
す
。
釈
尊
の
誕
生
の
際
、

蓮
の
花
が
そ
の
瞬
間
開
き
、
釈
尊
の
到
来

を
告
げ
た
と
い
い
ま
す
。
蓮
は
決
し
て
美

し
い
環
境
と
は
い
え
な
い
泥
の
中
に
見

事
な
花
を
咲
か
せ
、
私
た
ち
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

迷
い
か
ら
さ
め
、
真
理
を
会
得
し
た
境

地
に
達
す
る
姿
こ
そ「
さ
と
し
の
姿
」で
、

平
和
は
真
理
を
求
め
て
こ
そ
得
ら
れ
る

も
の
で
す
。

【
三
題
目
】

　

こ
の
地
域
を
一
題
目
の「
加
賀
の
空
」、

二
題
目
の「
小
坂
の
野
」に
対
し
、「
北
の

国
」と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
が
積

も
っ
て
銀
色
に
輝
く
山（
＝
銀
嶺
）と
し

て
、
遠
い
北
の
国
に
あ
る
霊
峰
白
山
な
ど

の
山
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。「
北
の
国
の
誇
り
」を「
日
本
の
誇

り
」と
し
て
、
さ
ら
に
、「
学
園
の
誇
り
」

に
し
よ
う
と
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
地
域
に
あ
っ
て
、
誠
実
を
具
現
化

す
る「
三
稜
の
星
章
」す
な
わ
ち
知
・
徳
・

体
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、
真
理
の
道
を

追
求
し
て
こ
そ
、
星
稜
高
校
生
と
し
て
の

誇
り
が
持
て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
勉
学
は
そ
の
手
段
で
あ
り
、
使
命
や

責
任
を
養
っ
て
真
理
を
追
求
す
る
こ
と

が
、
生
徒
の
務
め
だ
と
し
て
い
ま
す
。
建

学
の
精
神
で
あ
る「
社
会
に
役
立
つ
人
間

の
育
成
」を
多
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

六
世
紀
ご
ろ
か
ら
栄
え
た
歴
史
が
今

日
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
こ
の
小
坂
の

地
と
隣
接
す
る
御
所
町
も
、
歴
史
の
あ
る

町
で
す
。
建
武
年
間（
一
三
三
四
〜
一
三

三
八
年
）、
国
司
と
し
て
都
か
ら
赴
任
し

て
き
た
二
条 
師  
基 
の
館
が
あ
っ
た
こ
と

も
ろ 
も
と

か
ら
、
御
所
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

金
沢
は
加
賀
百
万
石
と
し
て
全
国
に

名
を
轟
か
せ
る
文
化
立
国
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
の
金
沢
の
歴
史
・
文
化
に

目
を
向
け
る
と
、
こ
の
小
坂
の
土
地
が
い

か
に
大
切
な
土
地
で
あ
る
か
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
霊
峰
白
山
の
信
仰
が
、
こ
の
地

方
に
ま
で
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
世
界
遺
産
の
運
動
に
も
関
連

す
る
で
あ
ろ
う
土
地
柄
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

初
代
理
事
長
稲
置
繁
男
先
生
は
、
建
学

の
精
神
と
校
歌
斉
唱
の
大
切
さ
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
校
歌
に
託
さ
れ
て
い

る
郷
土
愛
と
母
校
愛
を
育
む
心
で
、
歌
い

続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

生徒玄関前の「蓮の傘」
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１
月　

日（
日
）石
川
県
と
大
学

27

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の
地
域
課

題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
成
果
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
幸
應
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の「
地

域
環
境
を
活
か
し
た
商
店
街
活
性

化
策
の
検
討
」が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
堂
下
恵
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の「
観
光
客
の
キ
リ
コ

祭
り
体
験
参
加
に
よ
る
地
域
振
興

の
検
討
」、大
薮
多
可
志
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の「
加
賀
市
大
土
町
古
民
家
利

用
に
よ
る
山
菜
料
理
体

験
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
」、小
坂
修
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の「
伝
承
芸
能
、

食
文
化
、
雪
の
活
用
に

よ
る
白
山
市
白
峰
地
区

に
存
在
す
る
古
民
家
再

生
へ
の
総
合
的
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
策
定
」が
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
、
京
都

大
学
、
大
阪
大
学
を

は
じ
め
と
す
る
難

関
国
立
大
学
や
、
早

稲
田
、
慶
應
、
関
関

同
立
な
ど
の
難
関

私
立
大
学
に
多
数

合
格
し
ま
し
た
。

国
公
立
大
学 
１
９
７
名
合
格

東
京
大
学
、
京
都
大
学
に
も
合
格
者

高　校 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川

地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
成
果
報
告
会

池
田
ゼ
ミ
最
優
秀
賞
受
賞

大　学 

　

今
年
の
２
月
、
金
沢
市
の
森
山

町
会
連
合
会
と
池
田
幸
應
教
授
の

ゼ
ミ
生
が
、
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
除
雪

車
が
入
ら
な
い
森
山
会
館
付
近
や

森
山
寺
院
群
の
雪
か
き
を
、
学
生

の
手
に
よ
っ
て
行
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
、
励
ま
し
と

感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

雪
か
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
に
貢
献

大　学 

合格人数（人）私立大学合格人数（人）国立大学

11青 山 学 院 大4北 海 道 大

2学 習 院 大2東 北 大

5慶 應 大1お茶の水女子大

1上 智 大3東 京 大

19中 央 大1東 京 外 大

3津 田 塾 大1東 京 工 業 大

29東 京 理 大1横 浜 国 立 大

26法 政 大44富 山 大

31明 治 大41金 沢 大

11立 教 大3名 古 屋 大

18早 稲 田 大1京 都 大

3南 山 大6大 阪 大

31同 志 社 大3首 都 大 東 京

87立 命 館 大1大 阪 市 立 大

43関 西 大1九 州 歯 大

46関 西 学 院 大 � ほか

31金沢星稜大学

19星稜女子短期大学

 � ほか

 ��� 私立大学合格者は延べ人数です。　4月1日現在

森
山
会
館
前
を
除
雪
す
る
学
生

　

卒　

業　

式 
� 

　

学
園
設
置
校
の
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
か
っ

て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

在
学
中
に
部
活
動
の
サ
ッ
カ
ー

で
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
星
稜
高

校
の
鈴
木
大
輔
さ
ん
に
理
事
長
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〔
大
学
〕

　

３
月　

日
19

　
　

経
済
学
部　

３
２
６
名

　
　

大
学
院　
　
　

名
11

〔
短
大
〕

　

３
月　

日　

１
１
５
名

15

〔
高
校
〕

　

３
月
１
日　

５
８
０
名

　

皆
勤
賞　
　
　

名
83

〔
中
学
〕

　

３
月　

日　
　

名

14

63

　

皆
勤
賞　
　
　

名
18

〔
星
稜
幼
稚
園
〕

　

３
月　

日　
　

名

13

81

〔
星
稜
泉
野
幼
稚
園
〕

　

３
月　

日　
　

名

13

61

　

入　

学　

式 
� 

　

総
勢
１
３
５
６
名
が�
星
稜
�の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

〔
大
学
〕

　

４
月
２
日

　
　

経
済
学
部
一
部
・
二
部

　
　

人
間
科
学
部　

５
１
０
名
、

　
　

大
学
院
８
名

〔
短
大
〕

　

４
月
５
日　

１
４
４
名

〔
高
校
〕

　

４
月
８
日　

５
１
９
名

〔
中
学
〕

　

４
月
８
日　
　

名
60
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４
月
４
日（
金
）、新
入
生
研
修
の

た
め
学
生
と
教
職
員
総
勢
５
４
５

名
が
山
中
温
泉
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

到
着
後
す
ぐ
山
中
文
化
会
館
に

お
い
て
全

体
研
修
が

行
わ
れ
ま

し
た
。
加

賀
市
長
に

よ
る
歓
迎

の
挨
拶
、

山
中
節
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
山
口
幸

子
氏
に
よ
る
山
中
節
の
披
露
、
山

中
温
泉
観
光
協
会
に
よ
る
山
中
温

泉
の
長
い
歴
史
や
、
現
在
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
旅
館
で
学
部
ご
と

の
研
修
会
、
学
科
ご
と
の
研
修
会
、

ゼ
ミ
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
大

学
生
と
し
て
の
意
識
と
心
構
え
を

高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
履
修
方
法

等
を
学
び
な
が
ら
各
自
時
間
割
を

作
成
し
、
夕
食
会
や
ゼ
ミ
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
通
し
て
、
親
睦
が
は
か
ら

れ
ま
し
た
。

　

５
日（
土
）は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
絶
好
の
散
策
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
一
人
一
人
が
街
の

人
に
声
を
か
け
、
街
の
人
と
ふ
れ

あ
い
な
が

ら
、
山
中

温
泉
の
散

策
や
商
店

街
で
の
買

い
物
を
楽

し
み
ま
し

た
。

　

平
成　

年
４
月
８
日（
火
）か
ら

20

９
日（
水
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、

和
倉
温
泉
に
て「
新
入
生
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン 　
 
わ
く
ら
」と
題

in

し
て
宿
泊
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
午
前
中
、
学
内
に
て
の

全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
昼

食
を
と
り
な
が
ら
の
ク
ラ
ス
別
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
短
大

を
出
発
し
ま
し
た
。
和
倉
温
泉
到

着
後
、
ま
ず
は
じ
め
に
和
倉
温
泉

観
光
会
館
に
て
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
、
大
畠
学
長
、
稲
置
副
学

長（
実
施
運
営
委
員
長
）に
よ
る
挨

拶
の
後
、
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組

合
の
大
井
徳
秀
理
事
長
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
の
後
、
各
ク
ラ
ス
に
わ
か
れ

て
研
修
を
行
い
、
５
か
所
の
旅
館

に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
旅
館
内
で
の
ク

ラ
ス
別
研
修
の
後
、
全
体
研
修
と

し
て
和
倉
温
泉
観
光
会
館
に
移
動

し
、
春
木
美
智
子
氏
に
よ
る
マ

ナ
ー
講
座
と
、
和
倉
温
泉
の
４
旅

館
の
女
将
と
春
木
氏
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に「
接
待
、
も
て
な
し
の
こ
こ

ろ
」と
題
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
稲
置
副
学
長
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て
行

い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
別
研
修
で
は
、
履
修
や

学
生
生
活
に
つ
い
て
の
研
修
の
ほ

か
に
田
鶴
浜
建
具
セ
ン
タ
ー
で
の

建
具
工
場

見
学
や
、

体
育
館
で

の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
、

街
中
散
策

を
行
い
ま

し
た
。

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 　
 
わ
く
ら

in

短　大 

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

 
�
�  　
 
山
中
温
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 
２
０
０
８

in

大　学 
　

２
月
５
日（
火
）か
ら
６
日（
水
）

に
か
け
て
、
石
川
県
青
少
年
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
で
サ
ー
ク
ル
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
と

教
職
員
合
わ
せ
て
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
新

入
生
の
勧
誘
方
法
等
の
毎
年
討
議

さ
れ
る
内
容
の
ほ
か
、
大
学
に
お

け
る
問
題
点
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
の
成
果
が
今
後
の
活
動

に
活
か
さ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
の
運
営

や
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
が
ま
す
ま
す

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修

大　学 

　

３
月　

日（
木
）、
学
生
に
よ
る

13

初
の「
北
陸
地
域
地
場
産
業
へ
の

提
言
会
」を
、金
沢
星
稜
大
学
経
済

学
会
主
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
学
内
で
開
催

19

12

し
た
卒
業
論
文
発
表
会
の
中
で
、

北
陸
地
域
の
地
場
産
業
に
対
し
特

に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
た
論
文
を

学
外
へ
提
言
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

金
沢
市
産
業
局
工
業
振
興
課
の

新
木
伊
知
子
様
他
３
名
に
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

北
陸
地
域

地
場
産
業
へ
提
言

大　学 

建具工場見学

クラス別研修

パネルディスカッション

〔
星
稜
幼
稚
園
〕

　

４
月　

日　
　

名

10

68

〔
星
稜
泉
野
幼
稚
園
〕

　

４
月　

日　
　

名

10

47

 
�
�
�
�
�
�
� 

平
成
�
年
度 
学
業
・
ス
ポ
ー
ツ 

成
績
優
秀
学
生
の
褒
賞 
�
� 

 
�
�
�
�
�
�
� 

〔
大
学
〕

 
学
長
賞

　

研
究
学
業
部
門

　
　

大
学
院　

W
A
N
G
D
i

　

社
会
活
動
部
門

　
　

経
済
学
科　

宮
本
翔
悟

　
　

池
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
　

経
済
学
科　

今
井
武
志

 
優
秀
賞

　

研
究
学
業
部
門

　
　

大
学
院　

東
野　

翼

　
　

経
済
学
科　

小
西
大
輔

　
　

Ｂ
Ｃ
学
科　

ZH
EN
G
H
ong

　
　
　
　
　
　
　

谷
内
孝
充

　
　

現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

 
�
�
� 

柴
田
慎
一
、
神
村
宏
紀

　

ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
　

剣
道
部

　
　

ス
ポ
ー
ツ
学
科　

滝
下
彩
乃

〔
短
大
〕

 
学
長
賞

　

研
究
学
業
成
績
部
門

　
　

中
川　

幸
、
松
本
瑞
依

　

資
格
取
得
部
門

　
　

林　

裕
里

　

課
外
教
育
活
動
部
門

　
　

稲
本
雅
子
、則
島
美
里（
陸
上

　
　

競
技
部
）

　
　

横
山
未
香（
空
手
道
部
）

理
事
長
賞

　
〔
高
校
〕　

鈴
木
大
輔

19
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平
成　

年
２
月　

日（
水
）か
ら

20

13

　

日（
火
）ま
で
の
７
日
間
、
オ
ー

19ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ
ア
ン
ズ
で
学
外

（
海
外
）研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
年
生　

名
、
２
年
生
８
名
が
参

19

加
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
さ
っ
そ
く
動
物
園
で
カ

ン
ガ
ル
ー
や
コ
ア
ラ
、
ウ
ォ
ン

バ
ッ
ト
と
い
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
特
有
の
動
物
た
ち
を
見
学
。

　

ホ
テ
ル
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
々
と
交
流
会
を
行
い
、
事

前
研
修
で
練
習
し
た
英
会
話
力
を

試
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
J
A
L
P
A
K
ケ
ア
ン

ズ
支
店
長
の
野
村
育
秀
氏
の
講
演

を
聞
き
、
ケ
ア

ン
ズ
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

滞
在
期
間
中

は
現
地
ア
ボ
リ

ジ
ニ
文
化
体
験

や
社
会
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で

体
験
し
た
さ
ま

ざ
ま
事
が
、
学

生
に
と
っ
て
知

識
や
視
野
を
広

げ
る
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

海
外
研
修

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

短　大 

JALPAKケアンズ支店長の野村育秀氏の講演会風景

１
年
Ａ
コ
ー
ス　

東
京

 
�
� 
３
月
９
日（
日
）〜　

日（
木
）

13

　

大
学
見
学
を
兼
ね
て
東
京
へ
行

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、『
相
田
み

つ
を
美
術
館
』で
詩
・
書
の
世
界
に

触
れ
た
ほ
か
、
駿
台
予
備
校
で
講

演
を
聴
き
、
東
京
大
学
で
は
宇
宙

線
の
実
験
を
見
学
し
ま
し
た
。
東

京
大
学
の
他
に
、
東
京
工
業
大
学
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
新

し
い
企
画
と
し
て
企
業

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
リ
ク
ル
ー
ト
社

を
訪
問
し
、
大
学
卒
業

後
の
進
路
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

１
年
Ｂ
コ
ー
ス　

北
九
州

 
�
� 
３
月
９
日（
日
）〜　

日（
木
）

13

　

初
日
の
博
多
は
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
２
日
目
以
降
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
宰
府
天

満
宮
、
平
和
公
園
や
長
崎
班
別
自

主
プ
ラ
ン
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に

猿
回
し
劇
場
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を

食
べ
た
り
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
り
、

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
思
い

出
深
い
旅
行
を
通

し
て
、
平
和
の
祈

念
、
仲
間
と
の
連

帯
感
、
恩
師
へ
の

感
謝
な
ど
、
と
て

も
大
切
な
気
持
ち

を
お
み
や
げ
と
し

て
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

２
年
Ｐ
コ
ー
ス　

　
　

北
海
道
・
ニ
セ
コ
町

 
�
� 
２
月　

日（
火
）〜　

日（
土
）

12

16

　

初
日
は
、
支
笏
湖
氷
濤
祭
り
を

見
て
ニ
セ
コ
に
入
り
、
２
日
目
と

３
日
目
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
に
感

激
し
な
が
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
４
日
目
は
小
樽

と
札
幌
の
班
別
自
主
研
修
を
行
い
、

最
終
日
は
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技

場
の
前
で
ク
ラ
ス
の
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
悪
天
候
の
た
め
背

景
は
真
っ
白
、
頭
の
上
に
は
雪
が

積
も
っ
て
い
る
…
と
い
う
写
真
に

な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
意
味
で

心
に
残
る
修
学
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。

修
学
旅
行

　

東
京
・
北
九
州
・
北
海
道
方
面

高　校 

　

正
課
授
業
と
し
て
取
組
み
、
受

験
を
義
務
づ
け
て
い
る
文
部
科
学

省
後
援「
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
」の

２
級
の
試
験（
昨
年　

月
２
日
実

12

施
）に
お
い
て
、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
の
谷
内

孝
充
さ
ん
が
、
全
国
２
位
の
成
績

で
合
格
し
ま
し
た
。
成
績
優
秀
者

に
贈
ら
れ
る「
財
団
法
人
専
修
学

校
教
育
振
興
会
理
事
長
賞
」を
受

賞
し
、
３
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た

授
賞
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
７
２
６
人
１
９
８
６

点
の
応
募
が
あ
っ
た
、
第　

回 
10

石
川
県
食
品
協
会
の「
食
品
王
国

い
し
か
わ－

食
の
川
柳
」の
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
で
、
星
稜
高
校
１
年
生

の（
３
月
現
在
）館
農　

望
さ
ん
の

川
柳
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

【
金
賞
作
品
】

 
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　
 
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は

　
　
　
　

か
ぶ
ら
ず
し

 
大 
学 

谷
内
孝
充
さ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
で

全
国
２
位
の
成
績

受　賞 
 
高 
校 

館
農　

望
さ
ん

い
し
か
わ
食
の
川
柳

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
金
賞

アボリジニと記念撮影

大学キャンパスツアー　早稲田大学

オランダ坂

原爆資料館

支笏湖氷濤祭り
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２
月　

日（
日
）か
ら　

日

10

13

（
水
）の
３
泊
４
日
で
、
２
月

検
定
に
向
け
て
の
簿
記
合
宿

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は　

名
で
、
３
級
７
名
、
２

32
級　

名
、
税
理
士
５
名
が
参

20
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回

の
試
験
合
格
者
の
学
生
２
名

が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
指

導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
の
実
施
と

な
り
、
税
理
士
生
が
２
級
生

を
指
導
し
た
り
、
新
た
な
仲

間
と
夜
遅
く
ま
で
学
習
す
る

な
ど
、
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り

も
み
ら
れ
、
非
常
に
密
度
が
濃
い

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

日
商
簿
記
検
定
合
格
に
向
け

簿
記
合
宿
開
催

大　学 平
成　

年
3
月
卒
業
生
就
職
結
果
報
告

20

　

昨
年
度
大
卒
者
の
就
職
率
の
全

国
平
均
は
６
７
・
６
％
で
、
高
度
成

長
期
の
昭
和　

年
で
も
８
６
・
６

37

％
で
し
た
。

　

本
年
３
月
の
卒
業
生
は
、
就
職

率（
卒
業
生
の
う
ち
就
職
し
た
割

合
）が
８
９
・
３
％
、
就
職
内
定
率

（
就
職
希
望
者
の
う
ち
就
職
し
た

割
合
）は
９
９
・
６
％
の
高
い
数
字

で
し
た
。

　

就
職
先
も
大
正
製
薬
、
J
R
西

日
本
、
三
谷
産
業
、
日
本
通
運
な

ど
の
上
場
企
業
が
３
０
・
９
％（
平

成　

年
度
の
約
５
倍
）を
占
め
、ま

16
さ
に
、
就
職
に
強
い
金
沢
星
稜
大

学
を
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
に
強
い

金
沢
星
稜
大
学

大　学 

　

１
月　

日（
日
）、
第　

回
石
川

27

62

県
耐
寒
継
走
七
尾
大
会
が
行
わ
れ
、

陸
上
競
技
部
が
七
尾－

田
鶴
浜
駅

伝（
旧
大
会
名
称
）か
ら
通
算
し
て

７
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
３
人
を

擁
し
、
昨
年
と
同
じ
く
１
区
を

走
っ
た
篠
原
正
明
選
手（
３
年
）か

ら
２
位
と
の
差
を
広
げ
、
続
く
長

距
離
主
将
の
奥
野
遼
太
郎
選
手

（
３
年
）が
す
ば
ら
し
い
走
り
で
後

続
を
さ
ら
に
引
き
離
し
、
３
区
釜

井
達
弥
選
手（
２
年
）と
た
す
き
を

つ
な
ぎ
、
ア
ン
カ
ー
岸
太
一
選
手

（
４
年
）が
大
学
チ
ー
ム
で
の
ラ
ス

ト
ラ
ン
を
飾
り
ま
し
た
。

耐
寒
継
走
七
尾
駅
伝
７
連
覇

大　学 
　

４
月
５
日（
土
）か
ら
６
日

（
日
）に
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
プ
レ
ミ
ア

カ
ッ
プ
２
０
０
８
北
信
越
大

会
が
新
潟
県
グ
ラ
ン
セ
ナ
新

潟
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で

行
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
全
国
大

会
は
、
５
月
３
日（
土
）か
ら

福
島
県
の
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

全
国
大
会
へ
！

中　学 

　

１
月　

日（
水
）、
稲
置
記
念
館

30

講
堂
に
て
、
器
楽
Ⅱ（
ピ
ア
ノ
）の

授
業
の
お
さ
ら
い
会
を
行
い
ま
し

た
。
こ
ど
も
学
科
１
年
生　

名
が
、

21

曲
の
選
曲
か
ら
、
企
画
、
運
営
、

司
会
ま
で
を
す
べ
て
担
い
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
と
い
う
緊
張

感
に
加
え
、
中
に
は
大
学
に
入
っ

て
初
め
て
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
学
生

も
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
練
習

の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。
聴

い
て
い
た
教
職
員
か
ら
努
力
を
称

え
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
お
さ
ら
い
会

記
念
館
大
ホ
ー
ル
で
初
め
て
の
演
奏

大　学 
〔
高
校
〕

　

１
年
生
P
コ
ー
ス
は
２
月　

日
13

（
水
）か
ら　

日（
金
）長
野
県
の
栂

15

池
高
原
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
滑
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
う
れ
し
さ
に
加

え
、
周
り
の
人
た
ち
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

と
集
団
行
動
に
お
け
る

自
分
の
役
割
な
ど
を
考

え
、
意
識
し
な
が
ら
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

〔
中
学
〕

　

２
月　

日
、
白
山
一
里
野
温
泉

10

ス
キ
ー
場
に
て
ス
キ
ー
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

 
�
�
�
�
�
� 

三
年　

男
子　

　

僕
は
、
こ
の
ス
キ
ー
教
室
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の

よ
う
に
雪
不
足
に
な
ら
な
い
か
心

配
で
し
た
が
こ
ん
な
に
新
雪
が
あ

り
良
か
っ
た
で
す
。１

年
ぶ
り
の
ス
キ
ー
な

の
で
心
配
で
し
た
が

意
外
と
滑
れ
ま
し
た
。

　

何
回
か
転
ん
で
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、友
達

と
競
争
し
た
り
し
て

と
て
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー

  

－

実
習
・
教
育－

高　校 

就　職　率
年　度

差(A‐B)全国B本学A

―未発表89.320年3月卒業

18.767.686.319年

19.663.783.318年

23.859.783.517年

22.455.878.216年

11.555.166.615年

中　学 
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◆ 
お
別
れ
会

　

３
月
７
日（
金
）

年
長
さ
ん
と
の
お

別
れ
会
。
年
少
、

年
中
さ
ん
は
大
き

な
拍
手
で
プ
レ
イ

ル
ー
ム
に
入
場
す

る
年
長
さ
ん
を

迎
え
、
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト

�

や
、
年
少
・
年
中
・
年
長
で
作
っ

た
チ
ー
ム
で
大
玉
お
く
り
や
玉
入

れ
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
勝
っ
た
、
負

け
た
と
大
盛
り
上
が
り
。

　
�
年
長
さ
ん
あ
り
が
と
う
�の
気

持
ち
を
込
め
て
、
年
少
さ
ん
は
純

毛
を
丸
め
て
紐
を
つ
け
た
ス
ト

ラ
ッ
プ

�
、年
中
さ
ん
は
汽
車

バ
ス
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

�
を
作
っ

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
お
返

し
に
年
長
さ

ん
か
ら
は
折

り
紙
３
枚
で

作
っ
た
世
界

一
よ
く
ま
わ

る
！
？
こ
ま

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
早

速
こ
ま
を
ま
わ
し
て
遊
び
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。

�

　

昼
食
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
み
ん

な
で
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。
年
長

さ
ん
と
の
楽
し
い
思
い
出
が
ま
た

ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
。

◆ 
豆
ま
き
会

　

２
月
１
日（
金
）豆
ま
き
会
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

で
作
っ
た
鬼
の
お
面
、
豆
入
れ
を

身
に
つ
け
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、♪
お
に
は

う
ち
で
ひ
き
う
け
た
♪
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
先
生
鬼
め
が
け
て

力
い
っ
ぱ
い
豆
を
投
げ
た
り
、
自

分
が
鬼
に
な
っ
て
必
死
に

逃
げ
回
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

心
の

中
に
す

む
鬼
、

泣
き
虫

鬼
、
お

こ
り
ん

ぼ
鬼
、

い
や
い

や
鬼
…

も
追
い

出
せ
た

か
な
？ 

◆ 
卒
園
記
念
制
作

☆
ぐ
り
と
ぐ
ら
と
い
っ
し
ょ
☆

　

年
長
さ
ん
が
初
め
て
卒
園
記
念

制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
き

な
パ
ネ
ル
に
野
原
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
思
い
思
い
に
絵
を
描
い
た
り
色

を
塗
っ
た
り
、
園
長
先
生
が
描
い

て
く
れ
た
ぐ
り
と
ぐ
ら
と
一
緒
に

遊
ぶ
自
分
を
描
い
て
貼
り
付
け
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
が
完
成
す
る
と
太

陽
や
雲
、
虹
の
上
、
パ
ネ
ル
の
中

で
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
自
分

の
絵
人
形
を
見
つ
け
て
と
て
も

満
足
し
、
感
動
し
た
様
子
の
子
ど

も
た
ち
。

　

パ
ネ
ル

は
廊
下
に

飾
ら
れ
、

年
少
、
年

中
さ
ん
も

興
味
ぶ
か

げ
に
眺
め

て
い
ま
す
。

◆ 
卒
園
制
作

  
�
大
き
な
木
�

　

卒
園
生
が
園
長

先
生
と
一
緒
に
卒

園
記
念
制
作
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

絵
本「
お
お
き
な

き
が
ほ
し
い
」

を
題
材
に
、
つ

き
組
、
ほ
し
組

の　

名
が�
カ
ラ
フ
ル
な
大
き
な

61
大
き
な
木
で
遊
ぶ
自
分
�を
表
現

し
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は「
大
き

な
木
」と
題
し
て
園
児
玄
関
に
飾

ら
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
登
園
し
て
く
る
姿
を

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
見
守
っ
て
い

て
ね
。 

◆
初
め
て
の

　

セ
レ
ク
ト
メ
ニ
ュ
ー

　

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
お
弁

当
の
お
か
ず
を
選
べ
る
セ
レ
ク
ト

メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
ハ
ン
バ
ー
グ
か
オ

ム
レ
ツ
。　

対　

で
ハ
ン
バ
ー
グ

143

35

が
圧
倒
的
人
気
。
で
も
、
確
か
に

自
分
で
選
ん
だ
は
ず
な
の
に
中
に

は
少
数
派
の
オ
ム
レ
ツ
を「
い
い

な
あ
〜
」と
う
ら
や
ま
し

が
る
子
も
い
ま
し
た
よ
。

　

今
年
度
か
ら
は
、毎
月

１
回
程
度
の
割
合
で
、手

作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
セ

レ
ク
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
入

れ
て
い
こ
う
と
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

４
月
は
ポ
ー
ク
ピ
カ

タ
と
鮭
ピ
カ
タ
。５
月
は

昔
の
コ
ロ
ッ
ケ
、カ
レ
ー

味
か
コ
ー
ン
味
。

　

あ
な
た
は
ど
っ
ち

派
？ 

◆ 
春
に
な
っ
た
よ

　

雪
が
と
け
た
園
庭
に
今
年
も
忘

れ
ず
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
コ

ン
パ
ン
遊
具
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

や
レ
ン
ガ
の
上
に
テ
ー
ブ
ル
を
並

べ
て
お
昼
を
食
べ
る
子
ど
も
た
ち

を
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
が
そ
っ

と
つ
つ
ん
で
く
れ
ま
す
。
心
と
体

に
い
っ
ぱ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
っ
て
、
さ
あ
明
日
も
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。
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第18回 いしかわ中日体育賞
選手賞（あすなろ賞）

金沢星稜大学
杉林　孝法　人間科学部講師
陸上競技（三段跳）

星稜中学野球部

　４月より、大学と短大の食堂がリニューアルしました。内装の改修やメニュー
を変え、単に食事をする場所でなく、みんなが集まり、よりコミュニケーション
がはかられる憩いの場として生まれ変わりました。
　営業日時も変更になり、大学の食堂では朝食から夕食までの長い時間利用でき
るようになりました。
　食事は体の基本です。バランスのとれた食事を心がけ、おいしく楽しく食べま
しょう。
　皆さんどんどんご利用ください。

－ 営業時間 －
● 大　学
　 平日・土･祝祭日 ６：30～20：30

● 短　大
　 平日 11：00～13：30
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リニューアルされた星稜食堂サエラで、新メニューを味わう学生たち

　４月22日（火）、大学に新しい大型バス（42人乗り）
と小型バス（26人乗り）が納車されました。授業・行事・
クラブ活動等で活躍してくれることでしょう。

星稜中学校　　　　
　田中　辰治　教諭
　軟式野球部

星稜高等学校　　　
　西川　明大　教諭
　トランポリン部

星稜高等学校　　　
　河崎　　護　教諭
　サッカー部

平成19年石川県優良部活動指導者表彰 
（知事表彰）

理 事 長 室 か ら
平成19年度 文部科学大臣優秀教員表彰 
渡辺千恵先生が受賞
　星稜泉野幼稚園主任の渡辺千恵先生が、学校教育における実践等に顕著
な成果を挙げた教育職員に贈られる文部科学大臣優秀教員表彰を受賞し、
２月18日、東京の中央合同庁舎にて行われた表彰式に出席しました。

NEWS

大学に新しいバス

食堂がリニューアル

理事長に受賞報告をする渡辺主任
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行事スケジュール（5～7月）

金沢星稜大学
　稲友会役員会・総会31日（土）5月

　オープンキャンパス28日（土）6月

　ビジネス能力検定試験6日（日）7月

　オープンキャンパス19日（土）

　前期講義終了28日（月）

　一斉試験期間（～8月4日）29日（火）

星稜女子短期大学
　体育祭6日（金）6月

　稲星会役員会及び総会7日（土）

～22日（日）　北陸三県私立短大体育大会21日（土）

　オープンキャンパス26日（土）7月

　前期授業終了29日（火）

星稜高等学校
　PTA総会17日（土）5月

～23日（金）　中間試験20日（火）

～ 8日（日）　県高校総体・総文5日（木）6月

～22日（日）　北信越高校体育大会　21日（土）

～ 5日（土）　期末試験1日（火）7月

～16日（水）　体育大会15日（火）

　終業式19日（土）

　全国高校総体（佐賀・福岡）（～8月20日）28日（月）

　学校見学会（～8月1日）31日（木）

星稜中学
　授業参観9日（金）5月

～18日（日）　金沢市春季大会16日（金）

～22日（木）　中間試験21日（水）

～ 7日（土）　写生大会6日（金）6月

～15日（日）　県体予選14日（土）

～ 3日（木）　期末試験1日（火）7月

　合唱コンクール7日（月）

　終業式18日（金）

～21日（月）　県体19日（土）

星稜幼稚園
　保育参観A15日（木）5月

　保育参観B16日（金）

　親子バス遠足23日（金）

　親子バス遠足予備日26日（月）

　個人懇談会31日（土）

　プール開き3日（火）6月

　個人懇談会14日（土）

　アスレバル石川18日（水）

　オープンハウス24日（火）

　キッズワールド7日（月）7月

　オープンハウス10日（木）

　プラネタリウム11日（金）

　終業式18日（金）

～19日（土）　わくわく幼稚園18日（金）

星稜泉野幼稚園
　親子バス遠足12日（月）5月

　オープンハウス28日（水）

　オープンハウス29日（木）

　個人懇談会31日（土）

　アスレバル石川18日（水）6月

　オープンハウス26日（木）

　オープンハウス27日（金）

　土曜参観　5日（土）7月

　プラネタリュウム9日（水）

　オープンハウス14日（月）

　オープンハウス15日（火）

　終業式18日（金）

～19日（土）　お泊り保育18日（金）

　盆踊り25日（金）

あとがき
　新年度がスタートして、１か月が経ちました。
　この４月から、新しく大学、短大の学長と、大学、中学の副学長、副校長がそれぞれ就任し、今回の特集で抱負を語っていただきま
した。その熱意どおり、学生、生徒、園児たちの笑顔とともに、例年に増して活気が感じられます。

　情報の共有をはじめ、今年度も「サ・エ・ラ」を通して学内外の「あちこち」「ここそこ」にある星稜の教育の息づかいをお届けします。

総務部総務課　春本　裕雄


